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次のL2(Rd)上の自己共役作用素

H = Ψ(−∆/2) + V

についてムールの不等式を考える．ここで，Ψ : [0,∞) → Rは増加関数，∆はラプラ
シアン，V : Rd → Rは相互作用ポテンシャルを表す．ムールの不等式は，正の固有値
の離散性と多重度有限性を直ちに導く．さらに極限吸収原理と組み合わせることで特
異連続スペクトルが存在しないこと，また散乱理論において有用な低速度伝播評価の
導出，といった重要な応用を持つ不等式である．
本講演では，幅広いΨと適当な仮定を課したV の下で，Hに対する随伴作用素とし
て伸長群の生成作用素A = (p ·x+x ·p)/2を選んだ場合に，ムールの不等式と正の固有
値の離散性および多重度有限性が成立することを紹介する．なおp = −

√
−1∇である．

これらはJózsef Lőrinczi氏（ハンガリー科学アカデミー）と佐々木格氏（信州大）と
の共同研究に基づく．
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